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「民法改正に向けて 乗り越える課題」  

 雪が未だに残るなか、2013年度の総会（2014年２月16

日）の後に『民法改正に向けて、乗り越える課題』をテー

マに討論会が開かれました。既にメールニュース（No.173）

では、その概要をお知らせしていますが、ここでは、討論

会の内容について少し詳しく取り上げていきます。 

 まず、今回の討論会のテーマと趣旨について、ｋネット

の宗像充さんが「家庭裁判所の正体」ということで以下の

ような説明をして発題としました。 

 ｋネットの活動では、「共同親権制」への民法改正の必要性を訴えてきて５年が経過しました。そうした

なかで、離婚などの後に子どもと会えないという問題を取り巻く状況はやや錯綜ぎみになっており、今後

の活動を展望していくにあたって、あらためて問題の所在や捉え方について整理することが必要であると

考えられます。民法の改正の必要性は様々な取り上げられ方がありますが、それらの立場や主張について

は「766条派」と「819条派」に分けて整理するとわかりやすいでしょう。民法の766条は「離婚後の子の

監護に関する事項の定め等」に、また、819条は「離婚又は未婚の場合の親権者」にかかる条文です。民

法の766条の一部改正が先になされましたが、「766条派」は、法改正によって明記された協議上の離婚の

手続きにおいて、子の監護について「面会交流」などの事項を予め取り決めをするとはしますが、基本的

には現行の民法規定や家族観と家庭裁判所などの現状を維持していこうとする立場になります。しかし、

後にみる離婚後の単独親権制があるために、離婚にともなう話し合いは困難になりがちです。さらに、た

とえ協議の上では取り決めがなされたとしても、実際に子どもと“会う”ことができるかどうかすらわか

りません。そこで、民法819条の父母のどちらか一方に親権を定める規定を改正し、夫婦関係と親子関係

とを別々に扱うことにして、離婚などの後も父と母の双方が子の養育に共同して関わるようにすることが

求められてきます。これが先の「819条派」ということになります。このような共同親権制へ移行するた

めの法改正は、かなり広い範囲の問題を含みます。例えば、婚姻外で出生した場合の親子、再婚した場合

の親子、養子縁組、国籍が異なる夫婦の親子なども検討しなければなりません。ｋネットの共同親権運動

は、どのような状況や立場にあったとしても、親と子が引き離されず実質的に親子のままでいることを実

現していこうとするものだといえます。 

以上の発題の後に、内田修さん（フランス在住ｋネット会員）からは「フランスの父親の運動、ハーグ
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条約の加盟で変わること」、濱野健さん（北九州市立大学文学部人間関係学科准教授）からは「アメリカの

父親たち、日本のハーグ条約批准後に何を目指すか」、長田政江さんと中西アイ子さん（どちらもｋネット

会員）から「片親排除で祖父母のかかえる問題」と、それぞれのテーマで報告がありました。 

 内田さんは、日本でフランス人女性と結婚し、妻子と共に日本で暮らしていましたが、家族旅行で妻の

母国のフランスに渡航したところ、既に離婚手続きが妻の側から開始されており、それから子どもと引き

離されてしまったという、自身の体験から話しをされました。フランスは共同親権制ではあるものの、父

親が子どもと会えない状況にある事例は意外に多いことや、自分自身の子どもとの面会もかなりの制約下

で行われていること、父親の権利 （子どもの養育に充分に関わるこ

とができる）を求める運動や当事 者団体など、フランスの事情を伝

えてくださいました。また、ハー グ条約については、フランスの離

婚裁判にて、日本が条約に未加盟 なことが判断のひとつとなり厳し

い判決が出たこと、さらにフラン スから子どもと日本に帰国するこ

とができず、子どもとの交流を続 けようとすればフランスに滞在し

続けなければならないことになっ たとのことです。内田さんはそれ

までは日本での生活をしており、二重国籍とはいえ日本国籍もある子どもが海外に“連れ去られた”わけ

ですが、日本の在外公館や家庭裁判所には、フランスで裁判するようにと、何ら手立てを講じてもらえな

かったそうです。日本のハーグ条約への加盟によって、子どもとの交流がよりできるようになることを望

んでいるとのことでした。 

 濱野さんは、アメリカ人の夫で、日本人の妻に子どもを日本に連れて行かれ、子どもと会えなくなった

父親たちにインタビューをしてきた様子を話してくれました。これまでアメリカ連邦政府は、日本のハー

グ条約の未加盟や子どもの連れ去りについて、外交上の圧力をかけてきたけれども、どうも風向きが変わ

ってきた印象をもっていて、連邦政府の関係者に実際の連れ去りの実態をいくら訴えても取り上げてもら

えなくなっているとのことでした。ハーグ条約に日本が加盟したとしても子どもの連れ去りについての実

情は変化していないため、何らかの対応をして欲しいが、連邦政府が取り上げる問題ではないとしている

ため、州政府レベルで問題を取り上げてもらうように働きかけているといいます。その手始めに影響が大

きいカリフォルニア州で、子どもの国外への連れ去りであるかどうかを確認をする州法を制定を求めたそ

うです。濱野さんは、国際結婚に関する家族の問題は、国ごとに法律や制度の違いがあり解決することが

困難で、また、海外の事例を日本に直接あてはめることも難しいと感じているとのことです。そのうえで、

こうした問題を整理して考えていく必要性があるとして話しをまとめられました。 

 子どもと会えないのは親だけではないとして話しをされたのが、長田さんと中西さんでした。それぞれ

ご自身の子が離婚し、その子どもと会えない状況に立たされた体験から、離婚に際して“孫”と会えない

“祖父母”もまた当事者であり、祖父母としての立場から子どもに関わることの大切さを話されました。

長田さんは、孫との面会交流ができており、他方、中西さんはそれができていないと、それぞれ対照的な

体験をもとに、子どもと継続して会って関係を維持していくこと、子どもの成長にとって幅広い関係性が

維持されることの重要性と、離婚に際してどのような振る舞いが双方の祖父母に求められるのかを話され

ました。また、自身の子が亡くなった祖父母の場合は、孫との面会交流が認められていないことや、祖父

母は年齢的な制約があり、孫の成長を見守り手助けする機会にも限りがあることなど、祖父母の孫との面

会交流あるいは訪問についての課題を指摘されました。 

 R・D・レインは『家族の政治学』のなかで、「われわれのこの社会で家族と呼ばれているこの集団の力

動と構造は、他の場所や他の時代に家族と呼ばれる集団においては自明ではないかもしれません」と述べ

ています。共同親権にかかる問題を考えるときに、こうした「家族の自明性」を問いなおす必要性が浮き

彫りになった検討会であったと思います。（安藤 洋） 
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●主張 

医学・生物学的側面 

からの父親の子育て 
久我高志（コトオヤネットさっぽろ） 

 

 先日札幌のコトオヤネット主催の講演会に出席

しました。 

 今回はアメリカでの離婚カップルに対する教育

システムの話が、非常に勉強になりました。 

 面会交流や親権の話では、法学そのた文系の話

がメインになる印象があります。しかし欧米の面

交への取り組みは、心理学や精神医学などの理系

分野の研究が、その基礎を形作っているのも事実

です。 

 そこで、今回は医学的・生物学的側面から、父

親の子育てを考えてみました。 

 

 子育てを行う動物である哺乳類の生態を考えて

みます。 

 熊は生まれた時から母親との生活で、父親は子

供の成長に関与しません。 

 一方でライオンは群れで生活し、当然子供は父

親の存在下で成長します。 

 さて人間はどうでしょうか？  

 女性は妊娠・出産で、ホルモンバランスが大幅

に変わることは良く知られています。実は男性も

父親になるとテストステロンというホルモンが減

少することが知られています。最近 20 年ほど欧

米だけではなく、中国などアジア系を対象とする

研究でも同様の論文が数多く発表されています。 

(Googleで fatherhood、testosterone で検索して

みて下さい) 

 テストステロンは男性ホルモンとして分類され

ており、時として重大犯罪者で過剰となっている

ことが知られており、攻撃性や性衝動を司る作用

もあります。 

 子供特に赤ん坊が存在することによるストレス

による、攻撃性の抑制という目的の反応なのかも

知れません。また子育てに中にむやみやたらと子

作りをされても、手間が増えるばかりです。です

から雄も子育てに参加する動物としては、合目的

な反応と言えるでしょう。 

 以前中学入試で、「ドラえもんが生物では無いこ

とを説明せよ」という問題が出て話題になりまし

た。この時に重要だったのが、「生物は自己複製（生

殖）能力を持つ」という定義でした。 

 子育てとは正に生殖そのものの行為ですから、

本来人間は雄も子育てに関与する動物であると推

測できます。 

 人種とか文化の影響を持ち出す人もいるかもし

れませんが、生物学的に近縁種の簡単な見分け方

は、「子供を作れるか？」です。近縁種・同一種で

あれば、生物として非常に重要かつ根源的な生殖

に関する行動が、そう大きく違うはずがありませ

ん。 

 アジア系・コーカソイド・アフリカ系どの組み

合わせのカップルでも普通に子供は生まれますが、

日本人は違うと言うのでしょうか？ 

  

 養育と言うことについて考えてみます。 

子供に食事だけを与えても正常に成長せず、時

には死んでしまう事は皆さんご存じでしょうか。

John Bowlby著の Child care growth of Loveと

いう 1951 年に刊行された本に記された研究結果

です。 

 「対人間の適切なコンタクト（愛情とも言えま

す）が無ければ子供が正常に育たないこと」は小

児科関連の医者であればみな知っている事実です。 

 実際この知見はWHOの行動指針にも影響する

ほど、世界的に専門家には広く認知されています。 

 子供に食事だけ与える、つまり「食費を与える

だけでは子供を育てているとは言えない、そして

子供は育たない」のは、半世紀以上前から知られ

ていた事実なのです。 

 

 このように現時点での科学的な裏付けから、「人

間は雄も子育てに関与する動物である事」が推測

でき、「ただ食事を与えるだけで、適切な対人コン

タクトの不在状況下では、子供は正常に育たない

こと」が分かっています。 

 さて、日本の裁判官の養育や面会に関する判断

の根拠は、どこにあるのでしょうね？ 
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共同親権運動全国交流会

＠別府  を終えて 
 

第２回共同親権運動全国交流会が、今年は湯の

街別府で２日間にわたって開催されました。初日

の交流会、講演、２日目の意見交換会と３部構成

で行われました。 

交流会では、自己紹介を兼ねて近況報告など

各々の発言の後、ディスカッションがもたれまし

た。いくつかの話題があがりましたが、「相手方の

家を訪ねること」について、福岡で活動されてい

るＳさんは、「どんどんいくべき。レッドカード（逮

捕されるようなこと）でなければ、イエローカー

ド（警察を呼ばれること）を恐れず行って直接話

した方がいい」と。神戸で当事者支援活動をされ

ているＮさんは、「成功例と失敗例があり、ケース

バイケースでは？」と。失敗例について、Ｎさん

と当事者さん弁護士さんの３人で子を連れ去った

相手方宅を訪ねたところ、警察を呼ばれたくさん

のパトカーや警官が来てしまい、それをみていた

幼い子に『パパは悪い人』という刷り込みを相手

方がする素材を与えてしまったというエピソード

を話されました。どちらがいいとか悪いとかいう

話ではなく、Ｎさんが言われるようにケースバイ

ケースだろうな

とお話を伺いな

がら感じました。

宗像さんが、「相

手の家に行く前

に所轄の警察に

事情説明して訪

ねるといいよ」

といわれたこと

も、ごもっとも

と納得。 

講演は、大分

市在住の中村弁

護士（日弁連家

事法制委員会）

が『弁護士から見る離婚後の親子関係の現状と課

題 その解決方法』という演題でお話しされまし

た。単独親権の問題点や、離婚の中で子ども達が

何を考えているのか、今後必要なインフラについ

てなどなど幅広くお話しいただきました。オース

トラリアでは、離婚の一方の当事者である子ども

へのフォローも親教育プログラムに並行して行わ

れている事例など、海外での共同親権のサポート

の在り方など大変興味深く伺いました。また、子

どもの年齢にもよるでしょうが、親の離婚に巻き

込まれた子どもは「何が起こっているのかきちん

と知りたい」「自分の問題を誰か第三者の大人に相

談したい」「自分の意見を親に伝えたい、例え意見

が通らなくても自分の意見を十分に伝えた上で結

論をだしてほしい」など考えるそうです。子ども

に事実を伝えることは、親を選ばせることではな

く家族の在り方や自分の将来（生活）を子ども自

身が考えることだと感じました。 

翌日は「みんなで変えよう！家庭裁判所」とい

うテーマで、ｋネット運営委員の宗像さんから家

庭裁判所の現状について報告をうけ、その後意見

交換がなされました。意外にも裁判官も含め家裁

関係者がｋネットのホームページを閲覧している

ことや、ネット等で彼らの仕事ぶりを監視・透明

化していくことの効果や、これまでの活動の積み

重ねから当事者団体としての認知度が上がり、公

的機関（家裁・役所・学校等）への働きかけも「個」

ではなく団体として支援を行うと相手の対応が変

わってくるなど、なるほど話もありました。 

今回の交流会を通じて、個人的には、現状を見

つめ直し次に何をしていけばいいかということに

改めて向き合うことができました。県外から多く

の方にお越しいただき、いろんな意見を伺うこと

が出来、刺激的な２日間となりました。「継続は力

なり」といいますが、今後も微力ながら頑張って

いこうと決意を新たにした次第です。（川野なみた） 
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『⺠法改正に向けて 

乗り越える課題』 感想 
最初にフランス在住で、片親疎外を現地で受け

ている内田修さんから驚愕の報告がありました。 

18 世紀に人権宣言したフランスも親子関係に

ついては、十分であると思えない実態でした。 

内田さんは、家族旅行でフランスの祖父母に会

いに行くという事で、日本で結婚した仏人女性と

子供を連れて渡仏しました。待っていたのは、調

達官から離婚を迫られるという仕掛け？で、子供

と引き裂かれました。日本がハーグ条約に加盟し

ていない理由で共同親権のフランスでも隔週の面

会交流を母親の実家の監視カメラが 4 台ある中で

しか許されません。父性を発揮できないような状

況での交流しか出来ないという理不尽なものでし

た。このような行為も家族旅行という事で共に入

国しており『連れ去り』は、適用されないという

のも驚きました。 

 内田さんは、帰国しては会えなくなるので、現

地で生活のため事業を立ち上げるなど苦労をされ

ています。 

 続いて北九州市立大学で離婚問題を研究されて

いる濱野健先生が米国での事例を紹介しました。

こちらも国家としての国境をまたいだ連れ去りの

規制は、立法化されておらず、州ごとの活動団体

が活動し、カリフォルニア州を筆頭に立法化の拡

大を図っているとの事でした。 

 最後に、祖父母の立場からの視点で長田さん、

中西さんが実体験を報告して頂き、洗脳をする相

手方親と子供の狭間での祖父母の役割発揮の必要

性を訴えてくれました。特に中西さんの場合、最

愛のご子息を引き離しで失われており、私自身も

2 年半前の事故で瀕死の状況で子供に会えぬまま

他界してしまう可能性もあったため、涙なしに聞

かずにはいられませんでした。 

 改めて法制化とその内容については、吟味され

るべきと感じると共に、引き離しで享受されなか

った子供たちの幸福を幅広い形で実現していく必

要性を感じました。（近藤和樹） 

 

日本裁判官ネットワークのシンポ 

に参加して 
昨年の 11月 9日に、「開かれた司法」を志す現

職裁判官の団体、「日本裁判官ネットワーク」企画

のシンポジウムが大阪で開催された。元裁判官の

金馬健二氏による退官記念講演と最近施行された

家事事件手続き法によるパネルディスカッション

という二部作だった。日本の家族法と家裁実務に

関心をもっている法学者の私にとって、現役「家

裁の人々」の声を聞くチャンスと思って、時間を

割いて参加した。 

ただ、家族法に関連したイベントに沢山参加し

てきた経験からすれば、正直言って、あまり大き

な期待はなかった。法学者は外国でこうやってい

るが、日本はどうこうという理論が中心だったり、

裁判所関係者が参加できたとしてもあまり自由な

発言が出来ない雰囲気が濃かったり、つっこみが

できるのは弁護士ぐらい、というふうに展開する

シンポはすくなくないからだ。しかし、このイベ

ントに参加してよかった。パネルディスカッショ

ンで新しい家事事件手続き法を含み、今の家庭裁

判所が抱えている問題が率直議論されていて、と

ても感銘を受けた。参加者のコメントもあって、

「日本の家庭裁判所の別室調停は本当に最高裁が

宣伝しているほどすばらしく効果を上げているの

か」という話題も浮上して感激した。結局、退官

記念講演から懇親会・二次会まで、当事者と弁護

士と裁判所関係者が一緒になって打ち明けて話し

ができたのは非常によかったと思う。 

察するには、このようなイベントに安心して参

加できる裁判官等は全体の一部だけかもしれませ

ん。懇親会でお話できた裁判官の大半は弁護士任

官制度を通じて判事となった元弁護士なので、一

般的なキャリア裁判官と出発点を異にしている。

それでも、現役裁判官・裁判経験者の生の声で内

部者の問題意識を知ることができて非常に有意義

だった。これだけでは子どもの連れ去り問題、日

本の家事司法が抱えている様々な問題は解消され

ないが、久しぶりに裁判制度の方向性に希望がも

てた。日本裁判官ネットワークの関係者、そして

このようなイベントの開催を弁護士会に今後とも

がんばっていただいきたい。 

（Colin P.A. Jones 同志社大学教授） 
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親子断絶防止議員連盟の発足と立法活動のこれまで 
 

 ４月１８日、衆議院第２議員会館で、親子断絶

防止議員連盟の設立総会が開かれ、議員４３名が

議連に名前を連ねた。「単独親権の強制」を倒す

ために、この５年ほど散発的に活動してきたけれ

ど、議連をつくるまでには至らなかったので、今

回の動きは、規模も大きく期待が持てるものだ。 

 今回の議連結成の背景には、新しい当事者たち

が立法の必要を認識して、親子新法連絡会の名前

のもとで陳情を繰り返して、議員立法の実績のあ

る衆議院議員の馳浩の後押しをしたことがある。

ｋネットとしては、この動きを支援して、一月前

の院内集会の人集めに協力したりした。その打ち

合わせの席で、役割分担のために集まった父親の

一人が「本当に法律ができるんでしょうか」と不

安を表明していた。その気持ちはよくわかった。

立法化が子どもに会うための逆転の手段だとすれ

ば、それが実現しなければ子どもに会うことに希

望が持てなくなるからだ。 

ところで、運動を５年ほどやってきて、その間

に親子関係の実質を保障する立法はなされていな

い。では５年前に立法活動をしてきた人たちはど

うなったのだろうか。たしかに諦めた人もいるけ

れど、なんとか会えるようになってきた人も少な

くない。ハーグ条約の批准や世論は後押しになっ

たし、立法活動とともに、離れて暮らす親子の関

係への認知は上がり、相変わらずの部分は大きい

にしても、以前より別居親子をとりまく環境はよ

くなってきているのは確かだろう。 

 現在の法律によって子どもや孫に会えなくなっ

ているわけだから、単独親権制度をはじめとする

片親排除の法制度を「倒す」ことが、そのために

は乗り越えなければならない課題なのだと思う。

そのために国の法律を変える、ということが必要

条件であるならそうするだろうし、相手や子ども

との個別の関係の中でそれが乗り越えられれば、

その人にとっては法は乗り越えられた、というこ

とにもなる。だから、顔ぶれが変わっても、立法

活動が粘り強く継続している。立法活動が議員へ

のお願い活動にすぎず、立法がなされなければ子

どもに会えないと思っている親は、多分法律が変

わっても会えないだろうな、と思う。後の世代の

ために今の努力を肯定するのは、動機としては正

しいけれど、「自分のことはいいから」と言って

運動を前向きに展開している人間に、ぼくはお目

にかかったこともない。もしそう見えるとするな

ら、その人には別の目的があるのだろうと思う。 

 

 とはいえ、自分のことで顧みても、法律があれ

ば子どもと会うのは楽になるだろうと思うし、い

ろんな人の話を聞いてきて、もうこんなことは繰

り返してほしくないと思うことは少なくない。一

方、これまで議連結成にも至らなかったのは、さ

まざまに理由があるだろう。 

 一番の理由は「焦り」だ。ぼくが当事者になっ

たころは、議員とコンタクトがとれ、院内集会が

開けるようになった初期にあたる。そのころも、

立法化の先行きが見えないと足の引っ張り合いが

始まり、運動が分裂し議員も当事者も意欲を失い

がちだった。正直、家制度に触れる問題だし、世

論の広がりもさほどでもなければ、一部の能天気

な当事者の見込みはまったく現実味がなかった。 

反対も根強かった。ＤＶの問題で対抗されるの

は仕方ないにしても、かみ合った議論の仕方はし

ていなかった。「意見の多様性の確保」を大義に

マスコミの論調は数年間、明後日の方向でさまよ

った。ＤＶ法ができたときに、男性相談や別居親

団体の意見を聞いて多様性を確保したのかと考え

れば、その議論の組み立てのおかしさは指摘でき

る（そうしておけばＤＶ法自体も今受けているよ

うな批判の幾分かは受けなかったかもしれない）。 

 しかし、ぼくたちの運動が、そういった議論に

対抗できるだけの力量も知識も実績もなかったの

は確かだろう。それに不平等の格差是正がぼくた

ちの立法化の狙いの一つなのだから、運動の手法

自体もそのことを意識したものでなければならな

い。現在の立法化の動きに、そういった屋台骨が

あるかといえば、正直心もとなさを感じる。「そん

な小さなことにこだわって」と言いながら、でき

た法律が、個別の人の幸せにつながるわけもない

とぼくは思う。（宗像 充） 
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つむぎ冬の実践講座２０１４年 実施報告 
〜 共有しつつ、知恵を出し合うよい機会 〜 

蓮⾒岳夫（ｋネット会員＆共同養育センターつむぎスタッフ） 

 

さる２月２日日曜日に「共同養育センターつむ

ぎ 冬の講座」と題して開催しました。当日は２

０名を超える参加をいただき、盛況でした。 

今回の講座は「家庭裁判所攻略法」「子どもに

会うために私たちができること」の２つでした。 

前半の「家庭裁判所攻略法」では、虚偽であっ

たＤＶ被害の訴えを晴らし、親権変更ができた父

親の方の「どのような考え方でのぞむか」「具体的

にどうしたか」という「心得」と「実践」による

大変ためになる内容でした。 

参加された方々も、家庭裁判所における対処や、

考え方の参考になるたくさんの情報におおきな収

穫を得ていた様子でした。 

 

・「勝ち負けはどうしても気にしてしまうが、『子

どものため』『面会交流』『よい養育環境を得る』

ことを最優先とする」 

・「どんなに理不尽を感じても、相手を責めない、

裁判所を責めない、しかし相手方弁護士には毅然

と対処する。」 

 

などの内容に視野が広がり、気持ちの持ち方、

困難へのとらえ方を新たにできた人も多かったと

思います。 

 

後半の「子どもに会うために私たちができるこ

と」は以前からの内容に加えて「グリーフケア」

や「親教育プラグラム」などの新しい要素を加え

た発展版でした。 

「法的な対処以外に、当事者として自分と子ど

もをどのように大切にして、何を取組んでいくか」

に焦点を当てた内容が多く、前半の法的対処とは

違ったアプローチが意識されていました。 

例えば『「子どもに手紙を書く」という行為は

続けた方がよい。』という内容では、 

・書くこと自体が自分自身のためになる（気持ち

の整理、結果を得るという癒し） 

・子どもとの音信の維持 

・たとえ手紙が届かなくても、手元にコピーをた

めておくことで、いつかそれらを見せることがで

きる。そうした「ずっと後での当時の手紙」は親

子の絆の修復に大きな効果が期待できる（そのよ

うな調査結果もある） 

 

などの内容に関心が寄せられていました。 

 

後半のセッションでは新しい試みもありまし

た。プロジェクターで壁に大きなマインドマップ

（アイディを放射状・枝状に書いていくメモ）を

写しだし、参加者全員で「子ども会えるために何

が出来るか？」というアイディア出しをしました。 

その場で交わされた意見が、目の前でおおきなマ

インドマップとして形作られていく様子は楽しさ

すら感じるものでした。 

活発な意見交換がなされ、「参与員の活用」や

「試行面接のメリットデメリット」「面会条件の再

調整への挑戦」など、より具体的、より必要とさ

れている情報の共有ができたとおもいます。 

一方向の講座ではなく、参加者が意見を出し合

い、新しい知識やノウハウを得ていくという新機

軸のヒントがあったとおもいます。 

 

当事者になったばかり、当事者として頑張って

いる、様々な状況の人が今後もこうした機会を活

かして元気になれる講座にしていきたいと思いま

す。 
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     ■共同養育と労働法■ 第４回 

東 京司 

扶養とは何か？  

 このテーマを描く動機となったのは、養育費の

問題を主題とした論文を読みながら、私の若き日

の疑問を思い出したからです。 

 私が若かりし頃、同居していたパートナーとは

夫婦同然の生活をしていました。しかし、ある時

「内縁」とは何かということを突き詰めて考えた

時に、半ば逃避的な自由を求めて共同生活を営ん

でいたため、双方の親族からは反対されており、

厳密には内縁関係には成りえませんでした。その

時の家計は同一であり、家計簿もつけていました

が、パートナーいわく、会社から家族手当を支給

されることで「男に養われる存在」としての自分、

そういう価値観を内包した内縁も法律婚も否定

するに至り、共同生活は残念ながら終焉を迎えた

わけです。しかし、「結婚って何？」との問いは

私に矛盾だらけの労働社会について目を向けさ

せ、多くの示唆を与えてくれました。 

 民法では第７３０条の親族の扶養義務があり

ますが、これは戦後の改正に伴い法学者である

牧野英一氏らの働きかけにより戦前の家制度の

名残が取り残された形になっているものです。

扶養を「自己の労働が困難でかつ資産が十分でな

いために独立して生計を営めない者の生活を他

者が援助すること」と定義するならば、なぜ労働

が困難で資産が不十分な状況が作りだされたの

かという問いも必要だと思います。関連して民法

改正の債権関係での論点の一つに成年年齢の問

題があります。「責任無能力者」である未成年者

の行為については、「自己の責任を弁識するに足

りる知能を備えていなかった」と判断された場合、

「責任無能力者」の行為として不法行為責任は発

生しないのです。この「責任無能力者」が戦前ま

では妻にも適用されていたことは忘れてはいけ

ない点です。その名残が戦後も日本における女性

の働き方にも影響を与えています。女性の賃金・

待遇を歪めてきた要因に転勤と生活給がありま

す。『生活給思想を前提としつつ、男女同一賃金

原則を実現しようとすると、男女同一年功同一賃

金という形で対応するしかありません。しかしな

がらこの場合、結婚後の女子労働者の「生活給」

をどう理解するのかが大変難しくなります。』※1 

 さて、労働法関係で扶養という言葉が用いられ

る場合、生活給である家族手当、健康保健、国民

年金第３号被保険者、遺族補償、税の扶養控除な

ど多岐にわたります。それぞれ認定の基準等は異

なりますが、ここでの認定基準が多くの女性の賃

金、引いては非正規労働者の賃金を家計補助的・

生計不可能なものに抑え込んでしまっているの

は否定できません。養育費の問題に立ち返れば、

養育の対象は子どもなので、シングルマザーの貧

困の問題は切り分けてシステム的に解決してい

くべき問題です。共同養育を実現するために、「イ

ギリスにおいては、金銭的な支払いよりも、イン

フォーマルな扶養（たとえば、父親からの誕生日

プレゼントやクリスマス・プレゼント）が止まる

ほうが子どもにとってのダメージが大きいとい

う調査もあるという」※2ことからも、扶養する

者と扶養される者という権利義務の関係性では

なく個人の尊厳を基調とした関係性重視の養育

計画が取りきめられるべきだと考えます。 

 

※1 『季刊労働法』234号 「労働法の立法学」26

回「ＯＬ型女性労働モデルの形成と衰退」 濱口 

桂一郎 2011年秋季 

※2 「書評と紹介 下夷美幸著『養育費政策にみ

る国家と家族--母子世帯の社会学』」阿部 彩 

2009年 大原社会問題研究所雑誌 法政大学大

原社会問題研究所 編 
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堀尾の 

ワンポイント 英文和訳 

 
●第６回 

「連れ去りは児童虐待である」 

 結婚している男性は、そうでない男性と比較し

て、約10年長生きします。また女性は約5年長生き

します。それはなぜそうなるのでしょうか。 

 「結婚と男の健康 Marriage and men's health」

（ハーバード大学医学部 Harvard Men's Health 

Watch Vol.14 No.12 2010）によれば、以下のよう

です。 

 「過去150年にわたる多くの研究により、結婚が

健康に良いことが判明している。結婚している男

性の健康状態は、離婚や配偶者の死亡によって単

身となった男性の健康状態より、良好である。最

近の研究により、その詳細が分かるようになった。 

 寿命の延長効果は、25歳以上で結婚している場

合の方が、それより若い年齢で結婚している場合

より強く現れる。また、結婚している時間が長い

ほど、強く現れる。また、妻の学歴が高いほど、

強く現れる。同棲や同性婚では、この延長効果は、

ほとんど認めらない。 

 心血管疾患のリスクが同じになるようにして比

較すると、結婚している人では、単身の人より、

心血管疾患の死亡率が46％も低下する。 

 結婚している人と単身の人では、がんを生じる

割合が異なるという証拠は無いが、結婚している

人では、がんがより早期に発見され、しっかりし

た治療が行われる。それで、結婚している人の方

が、生存率が高い。 

 結婚している男性は、抑うつ症状がより少なく、

人生により満足しており、認知機能がより良好で、

アルツハイマー病のリスクもより少なく、血糖値

もより良好である。 

 配偶者が死亡した場合、残された人の死亡率は

上昇し、配偶者の死後7～12月後ごろにピークとな

り、その後も2年以上の間、上昇したままになる。

この死亡率の上昇は、残された人が男性である場

合の方が、女性である場合より、2倍ほど大きい。 

 結婚している男性は、単身の男性より、食生活

が豊かである。運動をより多く行い、定期的な医

学チェックを受け、タバコをあまり吸わず、アル

コールをあまり飲まず、危険な行為をあまり行わ

ず、予防的なケアを多く受ける。 

 孤独、抑うつ、社会的な孤立は、死亡率を上昇

させる。ハーバード大の研究により、社会的に孤

立した男性は、そうでない男性に比較して、心臓

病の死亡率が82％も上昇することが判明している。

男性の66％は、妻と最も親しい社会的関係を結ん

でいる。 

 結婚していない男性は、食事に気をつけて、運

動を行い、アルコールを控え、ストレスを減らし、

医者によくかかり、社会的な絆（きずな）を作り、

相互に支援する関係を作るのがお勧めである。」 

 Grenn Stanton 氏は、「小言の良い面」The Upside 

of "Nagging"という文章の中で、結婚している人

の寿命が延びる理由について、社会的コントロー

ル理論の立場から、次のように説明しています。 

 「小言が我々を健康にするのである。例えば『自

分の分の野菜を食べなさい』とか『しっかり睡眠

を取りなさい』とか『そんなに車を飛ばしてはダ

メ』とか『今日はいくつドーナッツを食べたの？』

などである。こうした小言は、必ずしも歓迎され

るわけではないが、確かに我々を健康にするので

ある。」
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  ゴウインにマイウェイ 19  ■味沢道明（日本家族再生センター） 

語り合えばわかりあえるＤＶ当事者たち 

 当事者が支援に関わる事はとても回復に効果的ということは既に当たり前の事と理解されている

でしょう。もちろん、当事者が支援者になる事の難しさはあるにしても。また当事者同士の語り合

いでも、しっかりした回復当事者のファシリテーターがいれば、とても回復に役立つ場になり得ま

す。私の所では、当事者同士の語り合いの場もあれこれ設けていますが、いわゆるＤＶの加害男性

と被害女性が場をともにして語り合う事は特に珍しい事でもないし、危険な事でもありません。 

 私も、男だけのグループもそれなりに意味があると言う事は理解しつつも、女と男が語り合う事

で、より回復が確かなものになると確信しています。実際、私の所では男女当事者が語り合う事で、

より成長し回復して行く当事者を沢山見ていますから、確かなものと実感しています。 

 昨日もカウンセリングが２件・・・ＤＶがらみの男性と女性と、カウンセリングの後お２人がた

またま時間があったので一緒にお茶とお菓子を・・。そのお２人のお話も盛り上がってなかなか話

しはつきません。ＤＶも含め夫婦の対立や葛藤について本音で女と男が語り合う事で、随分と見え

てくるようです。けれどＤＶ当事者の女と男が本音で語り合う場はまずどこにもないのではないか

しらん。２時間ほども語り合ったあとはお互い話せて良かったですとの清々しい挨拶でお別れしま

した。 

 ひとりで問題を抱え込むのではなく、支援者にあおられて妄想をたぎらせるのでもなく・・こう

していろんな人との語らいで人は癒され、学びあって行くのでしょう。癒しや学び、相互成長の可

能な支援って、これからの対人援助の基本だと・・そんな気のする私です。  
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院内集会に参加して 

 

 ３月 2
0 日衆議院第一議員会館地下一

階大会議室で行われた院内集会に、祖父

母の立場として家内共々参加させていた

だきました。 

３００人収容の会場が、各党議員や秘

書・当事者・報道関係者等でほぼ満席の

盛況で熱気溢れるの感がしました。 

 鈴木代表の開会の辞に、当事者の皆さ

んの切々たる思いが込められており、隣

にいる家内は胸にこみ上げてくる思いが

したと会終了後話していた次第です。 

 議連が順調にたちあがり、望ましい法

案が成立したとしても、ここからが本当

の出発点であると心すべきと思います。  

私としては、法案成立の過程にお

いて常に子どもの目線からの発想での審

議がなされることを期待しています。す

べての子どもたちが、笑顔で生きていけ

る日本にしていくにはどうすれば良い

か？という視点での検討をお願いしたい

と思います。議連の先生方が、ご自分の

子どもたちや孫のことを念頭に置いて考

えていただけたら、党派やいろんな考え

の相違も克服できると信じます。そして

何よりも、仮に立派な法律が出来たとし

ても、その運用において課題は山積して

くる事と思います。道未だ遠しの感を、

会終了後肝に銘じた次第です。 

最後に、集会の開催に携わった関係者

の方々の熱意とご努力に心から敬意と感

謝を申し上げます。 

（小原大八・ｋネット九州＠宮崎）       

 

単独親権被害児を救うため 

参事からの教訓を生かせ 

 

昨年の暮れ、妻や子どもと別居中の父

親が焼身自殺を図り、その巻き添えで小

学校３年生の次男も亡くなるという、と

ても痛ましい惨事がおきた。私も同じ学

年の息子と自由に会うことができない境

遇の当事者として、他人事ではないとて

も複雑な思いで進展を見守っていたが、

1
2月 3
0日の次男の死亡記事を最後に、ネ

ットメディアを主に展開されていた様々

な議論も終息した。  

 この事件の第一報を聞いたとき、私は

五木寛之氏が著書「人生の目的」の中で

紹介した１９７７年に高島平で起きた父

子の飛び降り心中事件を思い出した。事

件の概要は、妻に蒸発された父親が、仕

事と育児と貧困に疲れ、９歳と６歳の男

児二人と共に飛び降り自殺を図った、と

いうものだ。五木氏がこの事件に強く衝

撃を受けているのは、残された子どもの

手帳に「おかあさん、ぼくたちが天国か

らおかあさんのことをうらむ。おかあさ

んもじ国（地獄）へ行け」と書き残した

という子ども達の心情だ。  

 この約半世紀を隔てた２つの事件には

当然、共通する部分と異なる部分はある

ものの、私が最も悔しく残念に感じるの

は、「事件の教訓が活かされず、親の手に

よって幼い子どもの命が奪われた」とい

うことである。  

子どもを連れ去ったとか連れ去られた

とか、当事者とか非当事者とか、どのよ

うな立場であろうと、子どもの幸せを願

わない大人はいないと私は信じている。

本当にヒトとして最も悲惨な事件の再発

防止を願うなら、今回の事件について、

当事者だけでなく、学校関係者、地域住

民のみなさん、夫婦の調停に関わる司法

関係者等も交えて、しっかりと話し合う

機会を持つことが重要だと考える。  

（大 三次）
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瓦版 
★国立交流会  

日時・４月６日（日） 1
3時～

1
5時、場所・国立公民館小集

会室、問い合わせ・ｋネット 

★ｋネット運営会議 

日時・４月６日（日） 1
5時 3
0

分～ 1
7時 3
0分、場所・国立

公民館小集会室、問い合わ

せ・ｋネット 

★日本家族再生センターのグ

ループワーク（女性ワーク、

男性ワーク） 

日時・４月５日（土）、ミニゼ

ミ９時～ 10 時、女性ワーク

10時～ 12時、男性ワーク 13

時～ 15時、場所・東銀座３１

３ビルセミナールーム、参加

費・男女ワークとも２０００

円、問い合わせ・０７５・５

８３・６８０９（日本家族再

生 セ ン タ ー ）、 メ ール 

jafarec2003@nifty.com 

★宮崎交流会 

日時・４月５日、５月３日（毎

月第１土曜日） 18時～ 20時、

場所・宮崎市民活動センター

（宮崎市橘通西１の１の１）               

宮崎市民プラザ三階、参加費

無料、問い合わせ・０９８５・

４７・６７９７（小原）、メー

ル

knetmiyazaki@yahoo.co.jp 、

＊日程の変更がありえますの

でご確認ください。 

★親子しっぷ熊本お茶会 

４月５日、５月３日（毎月第

１土曜日） 1
4時～ 1
6時、場

所・益城町情報交流会館ミナ

テラス（町サポの和室にて）、

問い合わせ０９０・３９８

６・８８７０（田中）、メール 

tanachu2011@hotmail.co.jp 

＊日程の変更がありえますの

でご確認ください。 

★第 7
5 期高知市民の大学「結

婚、離婚、家族のかたち 共

同親権運動の現場から」 

日時・４月 11日（金） 18時 3
0

分～ 20時、場所・高知市文化

プラザかるぽーと 11階大講

義室（高知市九反田２�１）               

宮崎市民プラザ３階、授業料

１コース２８００円、申し込

み・問い合わせ・０８８・８

８３・５０７１（高知市文化

振興事業団市民の大学係） 

★鹿児島交流会 

日時・４月 12 日、５月 10 日

（毎月第２土曜日） 18 時～

20時、日程、場所の詳細はお

問い合わせください、問い合

わせ・０７０・５２７０・３

２５１（溝口）、メール

kagoshimaoyako 

@willcom.com 

★別府交流会 

４月 19 日、５月 17 日（毎月

第３土曜日） 18 時～ 20 時、

場所・別府市野口ふれあいセ

ンター（大分県別府市野口元

町 1
2

� 4
3）、参加費・５００

円、メール 

itumo.itumademo. 

oyako@gmail.com、＊日程の

変更がありえますのでご確認

ください。 

★中部共同親権法制化運動の

会交流会 

日時・３月 29日 13時 3
0分～

17 時 3
0 分、場所・名古屋市

市民活動推進センター(名古

屋市中区栄３- 1
8 -１) ナディ

アパーク デザインセンター

ビル６Ｆ集会室、メール

chubu_kyoudousinken@yah

oo.co.jp 

日時・４月22日、５月27日（毎

月第４火曜日）、 1
9時～ 2
1時

（入退出自由）、場所・東銀座

３１３ビルセミナールーム、

参加費・５００円（運営費含

む）、問い合わせ・０９０・４

９６４・１０８０（植野） 

 

【ｋネット国立事務所】 

〒１８６�０００２東京都国

立市東３‐ 1
7‐ 11Ｂ‐２０

２（郵便はこちらにお願いし

ます） 

【東銀座３１３ビルセミナー

ルーム】 

こちらでは郵便物は受け付け

ていません。東京都中央区銀

座３‐ 1
3‐ 1
9東銀座３１３

ビル８階、最寄り駅＝地下鉄

東銀座駅徒歩３分、銀座駅徒

歩 1
0分。晴海通りから歌舞伎

座のある通りを入り、マガジ

ンハウスのある並び。銀座３

丁目郵便局斜め向かい。 

■郵便振込 ００１３０‐５

‐４７２６７９ 加入者名ｋ

ネット 

■銀行口座 三菱東京ＵＦＪ

銀行国立支店００７２１７０

（普）ケイネット＊口座名が

略称になりました。 

 

会員募集と寄付のお願い 

 私たちは、親子の引き離し

状況を改善し、共同養育・共

同親権を実現する法整備、社

会制度作りを目指す別居親団

体です。片親を排除する法制

度に反対しています。実態調

査や立法府への提言、ロビー

活動、裁判所の運用改善、別

居親への情報提供、地方自治

体への要請などを通じて、親

どうしが別れても親子が親子

であるための活動を行います。

ホームページ等で広報に努め、

会報を年４回程度発行してい

ます。 

会員・賛同者を募っています。 

■年会費（会員は別居親とそ

の家族）年３０００円 

■賛同金（その他賛同者）年

３０００円。 

【入会・賛同方法】 

メールまたはファックス・電

話にて、お名前、ご連絡先、

住所、会員・賛同者の別をお

知らせの上、郵便振替または

銀行口座にて３０００円を振

込ください。 

また郵便振替・銀行口座にて

ご寄付を募っています。 

メールinfo@kyodosinken.com 


